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昭和13年度網會記
糊の昭和13年一目瞭初Pf・年12月棘讃二心亀る駅あっ鳩麺・の幅
で延期され去る1月7日大阪市立電一利‘τ糧flで開かれ7：・
　・の日1塒より附7齢酬｛で；9：fix－t　t？「鵬雷日燃～㈱こ嚴しかつアこ嚇地よ．v
熱心な會員が参集，眺望よき休憩室にて撒隣し索・
次で17聡り6撒紺に仙本嚇胆の「本鞭「1の双現象」smする言識がも
り，同講演えp丹心ミしてフ’ラネタリウムの特刑演閏があっ衷．
姻嚇塒問の四日山川の澱榊懸口｝くい寄し1晦胴翼下F皆触で
繕會・・移・・　・’tづ瞭大隙部長より・鵬鰍こし燃拶P｛あり酒森糊醸・面
恥13年野馳卜偽大剛・業厳より牒†4・lt？ti）　v），　1．で駅員の任郷軍鮒微動
砺び・新附長講腋課口の押脚7二・而して断罪の｛縢1こより鏑の一＄
鞭（即興の項削除）が・・昏られ醐磁で承認され’こ・以・しで議紬糊一処餐観
i：・しつ洗・燗の階上Il重ik　’C切れ風構士講演ts聞く・　ykで瀦椰桐自eta
川州す・餓懇談にうつり齢苗洲より鮪さiz　t：　tr，1　A　’2f”：一一一氏が翻の近輝国ら煽
洲國歌及融髄鱒卿剛胆獅五灘舐より「日」t‘1＝跨げる輝工業の鞠ミ
題す侃演が捌四川腹験にいつv’K　i・　i白く講樽・中でも晒鰍こ於て勘箪
の欄側壁く襯光學兵拷腕解悟Vこ働之がごんすよに！段山脚椰鞭ア・か・繊
洲燃當時餓輝州民の｝蹴やその後の小皿り・殊畷近馬蝉契期Sして細の
川州の」瞠な醍伍猷夢叫べられ・劇職反射望蹴界のμ目儲鮒弧の跳や
蹴初期のll・・1・Pkの瓢罎『蝶儲られ†・・次いで花｝祁嵐膜壁テナ脚昌さlt・・一pm
思はす開きこれる・かくて同氏の狐1吟九r最後に和氣内々7二ろ内に本年度の刷匙揺終了し
tこ，閏囲者40名．〔津久井生〕
　　　　　　　　　　　　岡林滋樹氏は倉敷へ赴任
さきに倉敷天燐では小111理・鮭の急死によ三三iは淋しさ燃じたが，
／＞lnll」i（Ill静水野木邊：猷・）協議により調炉の會胴材磁二三を新しく軸と
して翫る・』なウ洞氏は2駄赴任する・岡舐は1936年｛謝趣のtSr
星搬見し，米國から錦嬢た人であり・今後やは瞼敷では山本盗長鞠
の下に主として攣星の観測研究をする．筈である．
